
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 県職労は、１月９日（金）～10日（土）に開催さ

れた自治労県本部春闘討論集会の「県職労分科会」

（県職労各支部代表者で構成）において、2026春闘

要求書（案）を示し、今後の取り組みについて議論

した。今後、２月28日（土）開催の臨時大会におい

て春闘方針を確立のうえ、春闘人事課総括課長交渉

に臨むこととなる。 

 県職労の2026春闘要求書（案）では、自治労県本

部の2026春闘アンケートの県職労分の集約結果に基

づき、賃金改善要求額を「20,000円以上」とすると

ともに、2024年・2025年に改善要求した家畜伝染病

等の危機管理対応を巡る諸課題のうち未改善事項や繰り返し注意喚起すべき事項を春

闘要求書に盛り込むことを予定している。また、新たな要求事項として、主に次の事項

を盛り込むことを予定している。 

【要求事項として新たに盛り込む予定をしている内容】 

・ 勤勉手当「育休応援加算」の額の改善、制度及び運用の改善 

・ 薬剤師への給料の調整額の創設（獣医師はこれまでも要求している） 

・ リフレッシュ（キャリアアップ）休暇の取得可能期間 

（２年）の拡大、60歳超職員の取得対象への追加 

・ 忌引休暇について、いわゆる「本家」など親族死亡時の

行事で中心的役割を果たす職員の取得可能日数増 

・ 聴覚障がい職員への「電話リレーサービス」導入などの 

合理的配慮 

・ 夏季の空調服など、被服貸与の充実 

 

職場の身近な要求を仲間と話し合い、臨時大会に持ち寄ろう。 

県職労ＨＰ ⇒ h t tp : / / iwatekensyoku .or . j p   （ﾕｰｻﾞ ID・ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞをお忘れの方は最寄りの書記局へ） 

号外 

昭和34年4月1日 

第3種郵便物認可 

定価1部2円 

発 行 所 

盛岡市内丸10番1号 

 

岩手県庁12階 

 

岩手県職員労働組合 

 

№２７５４ 

２０２６年 

１月２８日 

 

 

 

 

 

春闘で要求を掲げ、

人勧期、確定期に至

る通年闘争に取り

組み、職場の改善を

実現していこう。 



 

 

 

 

 

 １月27日に衆議院議員総選挙（２月８日投開票）が公示された。県職労では、私たち

が求める働く者を軸とした、平和憲法を活かした政治の実現のため、下記の候補者及び

政党の推薦を決定している。 

【県職労の推薦候補者・政党】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「中道改革連合」は立憲民主党及び公明党出身の衆議院選挙候補者で構成され、生活

者の安心、社会保障の持続性、働く者の権利、地方自治の尊重を重視する現実的な改革

を掲げる政党であり、私たちが求める重点課題の実現に最も近い立場にあります。 

※ 衆議院選挙岩手２区について、県職労は「反自民」の立場で支援の取り組みを進め

ることとします。（「支援」は、県職労の姿勢を明確にするため、方針を示すもの。） 

 

 

 

 自治労では、衆議院選挙と併せて実施される最高裁判所裁判官国民審査について、審

査対象裁判官の過去の実績や経歴を検討するとともに、制度自体に対する批判としても

「×」を増大させるよう呼びかけている。意見が違うのでやめさせたい裁判官、憲法と

人権を守らない裁判官、民主的な改革に逆行する裁判官には×印をつけよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衆議院選挙 岩手１区 

しな たけし 
59歳 前職７期 中道改革連合 

衆議院選挙 岩手３区 

小沢 一郎 
83歳 前職 19期 中道改革連合 

  

衆議院選挙 比例代表  中道改革連合 

選挙に 

行こう！ 
毎日が投票日！ 

期日前投票 ２月７日（土）まで 

（注）最高裁判所裁判官国民審査の期日前投票は、 

２月１日（日）から２月７日（土）までです。 


